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閉会の辞
住山昭彦｜物質理学研究科長
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多重極限物質科学研究センター
研究発表会

物性研究を基軸とする教育･研究を行い、社会に貢献することが物質理学研究科の目的です。
これを達成するために、本研究センターは“一桁上の多重極限条件”を掲げています。
一桁上の極限条件下実験手法を確立し、新奇物性現象の発現と解明を目指す卓越した研究･教育の場を実現し、
高いレベルの理学の教育と研究を実践することを目標としています。
今回の研究発表会では、学外から時間分解軟Ｘ線光電子分光分野で活躍されている若手研究者をお招きし、最
新の研究成果を発表していただきます。さらに、センター所属の博士前期課程２年生が修士論文の進捗状況を
報告し，センター全教員による分野を超えた研究指導を行います。
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�� 開会の辞
小林寿夫｜多重極限物質科学研究センター長
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Ｘ線光学分野
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�� 電子物性学分野
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機能性物質�分野
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光物性学分野

極限状態物性学分野
�#92

�;�*-ak�V¤¬�­ª������{�T/�3�g����

fr��V�*���������6iGgM�HO��
��

"D/2

��
��

Q��1	Sy��ts|�tsz��fr��V�*������N�HO

KC(�

��
�� 休憩 ��
��～��
��
>�*�

G0I?

!0B�


